
 

 

＜出席報告＞      岸上和典出席担当 

 

会員数（内出席免除会員２名）  ２１名 

本日の出席者数 

（内免除会員０名 名誉会員0名）１８名 

本日の出席率         ９４．７４％ 

前々回（９月７日）の修正出席率８４．２１％ 

 

２０１７年９月２８日発行 会報第８９９号 

＜ロータリーソング＞   全会員 

♪限りなき道ロータリー♪ 

 

＜ピアノ演奏＞      近藤美里さん 

１、小さい秋見つけた 

２、虹の彼方に 

３、秋の色は恋の色 

 

今週のプログラム 

（２０１７年９月２８日 第８９９回例会） 

 

「１２０年ぶりの民法改正」 

 

担当：松田 親男 

次週のプログラム 

（２０１７年１０月５日 第９００回例会） 

 

ガバナー補佐公式訪問（クラブ協議会） 

 

近藤ガバナー補佐 

第８９８回例会 （２０１７年９月２１日）の記録 

「会長の時間」  

水本徹会長 

先週、あべのハルカスでの「お月見例会」とても楽しかったです。 

お連れしましたゲストの田中・泉両氏も大変喜んでおり、入会に向けてかなり前向きにな

ったのではと思い、「決心が着いたら提出して下さい」という事で、入会申込書を渡そう

と事務局で準備して頂きました。 

改めて、山下親睦委員長・木下（健）副委員長・藤田会員に感謝申し上げます。 

さて、お酒が美味しい季節になってきましたが、本日 9 月 21 日から 9 月 30 日まで「秋

の交通安全運動」が始まりました。今年の重点目標は 

 1）子供と高齢者の安全な通行の確保と高齢運転者の交通事故防止 

 2）全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底 

 3）飲酒運転の根絶 

以上で、特に最終日に当たります 9 月 30 日は「交通事故死ゼロを目指す日」を 

踏まえて展開されますので、皆様におかれましては一層の安全運転でお願い致します。 

 



  
＜お客様＞ 芝野 昭夫様（本日卓話、野﨑会員ご友人）  堀 隆様（大阪東 RC） 

＜幹事報告＞                            山本友亮 幹事 

１ 10月の米山月間に向けて米山記念奨学会より豆辞典、事業報告、DVDがとどきました。50周年 

記念DVDを持帰ってご覧になりたい方は事務局までお申し出ください。 

２ 地区ガバナーより「九州北部豪雨災害義捐金」への協力に対するお礼状が届きました。 

当クラブでは7月21日に42000円送金しました。 

３ 「大阪手をつなぐ会」より冊子が届きました。 

４ 9月7日理事会決議事項 

① 米山奨学生宝塚観劇レクリエーションのカウンセラー参加費はクラブの奉仕金会計より支出 

② 出雲特別例会は平成30年4月7日(土)～8日(日)に開催決定。 

スケジュールは木下(健)親睦副委員長と渡邊職業奉仕委員長に一任。 

今月中の例会にて出欠人数の確認を進める。 

人数、交通手段など確認の上、交通公社も含めて検討する。 

 

＜ＳＡＡ報告＞                            山本友亮 幹事 

＊スマイルボックス 

西本（詩）会員  涼しくなってまいりました 

コメントなし  大阪東RC 黒川会員 西本（明）会員 山下会員 野﨑会員 

＊ロータリー財団 

高尾会員    芝野様 卓話よろしく 

コメントなし  黒川会員 山下会員 渡邊会員 

＊米山記念奨学会 

木下（健）会員 なにかとバタバタです。いろんなことが 

藤田会員    堀様ようこそ、よろしくお願いします 

山田会員    先週は楽しいお月見例会ありがとうございました 

西本（詩）会員 野﨑先生の卓話楽しみです 

コメントなし  山下会員 高尾会員 黒川会員 西本会員 山本（雅）会員 

＊ラオス基金 

藤田会員    芝野様、卓話楽しみです 

水本会長    芝野昭夫様 本日はよろしくお願い致します 

野﨑会員    先週はハルカス、行かれなくて残念でした 

コメントなし  黒川会員 山下会員 

＊メイプル基金 

黒川会員    芝野様のお話、楽しみにしています 

山田会員 藤田会員 木下(健)会員 野﨑会員    卓話楽しみにきました 

水島会員    大阪東RC 堀様、本日はご苦労様です 

水本会員 西本(明)会員 西本(詩)会員 山本(友)会員  先週は楽しいハルカスでの 

お月見例会、ありがとうございました 

野﨑会員    芝野様、遠くからお越しいただき、ありがとうございます 

コメントなし  高尾会員 山下会員 渡邊会員 



 

＜編集後記・追加情報・ チョット一言・ライブラリー・etc＞ 

・ファインセッション １５,４８２円 

欠席された方で、芝野様の体にいい食事やモットーについてのプリント(例会で配布)をご覧になりた

い方はお申し出ください。                                          （文責 野﨑 元子） 

 

卓話「老いを生きる」―私の場合― 

                                    芝野 昭夫 様 

昭和 3 年に生まれ、17 歳で終戦を迎えました。この年は大阪空襲で家が焼け、召集令状も来るとい

う 3 つのショックを受けました。14 歳からは陸軍に動員され、勉強できなかったという劣等感がい

つもありました。がむしゃらに勉強し、大学に入ることができましたが、「劣等感」はずっと根底に

あり、これが「何事にも前向き」に取り組むという生き方の原体験になっています。 

大学を卒業してからは 40 年間、学校に勤めていましたが、現役をリタイヤした後は本を 2 冊執筆し

ました。その後誘われて、成人病センターや尼崎医師会の看護学校で教育学と哲学倫理の講義を 80

歳まで勤めました。60 代はまだまだ元気、70 代も頭はそんなに変わってないと思います。使ってい

れば脳みそは動いてくれるものだとわかりました。現役時代に続いて同じような仕事が続けられた

ことは本当に有難いことだと思っています。 

リタイヤしてからはグリークラブの OB として歌うことにしました。70 歳の時に OB のシニアグル

ープを立ち上げました。合唱は頭のてっぺんから足の先まで使いますし、仲間と歌いますから、ほ

どよい緊張感と楽しみ、喜びがあります。先日も全国のシルバーコンクールで二位入賞しました。 

それから 75 歳になりましたときに、先日亡くなられた日野原先生の「新老人の会」に入りました。

75 歳が入会資格ですから、私は子供みたいなもので、80 代、90 代、100 歳の方も生き生きされて

います。ここでは 10 年ばかり世話人としてイベントの開催や司会をさせていただきました。また写

真サークルを作って撮影会に行ったり、写真展も 16 回ほど開いています。 

始めにお話ししたように、大きなショックを受けた 17 歳のころは不信と不安な毎日でした。通勤途

中で見つけた教会に足を運ぶようになり、今では近くの教会で、運営や聖歌隊の指導、高齢者の集

会などいろいろな活動をしています。 

私の住んでいるマンションは若い家族も多いのですが、あいさつも出来ない人が多く、災害が起こ

ったときのことをいつも心配しています。阪神大震災のときは、近隣の人が助け合って、災害を切

り抜けましたが、今の時代ではどうなるのか？この夏、防災委員会を作るよう理事会に提案してい

ます。防災委員会は最後のご奉公といったところです。 

この他、少しレベルの高い写真サークルにも所属しており、合計 6 つ、家庭以外のグループに所属

し活動しています。はじめから意図した訳ではありませんが、結果としてこのようにライフスペー

スを広げてきたことがよかったのではないかと思います。高齢者の社会活動は全てに良い影響があ

るようです。こういう活動を続けるには、自分の生活を自分でやる自立心が必要だと日野原先生に

教わりまして、食事や運動、心がけに注意しています。朝食は買い物から調理、洗い物まで私がし

ます。老いは人生の成熟期、マイナスに考えない、いつも前向きに、新しいものを創造する、知ら

ないことに挑戦する、身体を動かす、自立心≒自律心をもつ、老いは感情の老化から始まります。 


